




























































1 .本学2年次平成 18年度と 19年度後期の老年
看護方法(新カリキユラム)の履修者の看護過程
演習の自己評価アンケート結果

















































































































































整(表5) して比較した(図 2)。この、 3年間の比較
では各項目の得点の平均点及び、総合得点において、
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表 1 平成 17年度老年看護論E 概要
目的 老化による生活機能障害を有する人への基本的な看護方法、及び老年期特有の健康障害や症状の特
徴に応じた看護方法がわかる。それらを看護過程の展開へつなげることが出来できる。
回数 フー 』ー 守F 内容 方法






















1) ADL指標 2) ADLを高めるためのケア
3)転倒予防








8 1青拭 清潔の援助の工夫 演習
手浴・足浴・爪きり 老年者の清潔の援助計画を立案し、実施・評価
9 看護過程※1 1)老年期にある人のアセスメント 講義演習
事例提示:患者情報 ①情報収集 ②生活機能評価
(読み合わせ) 2)情報の分析解釈 3)問題の明確化 4)看護目標
10 看護過程事例展開※2 質疑応答 演習
情報の整理・アセスメント




12 看護過程事例展開※3 情報アセスメント 看護情の問題の明確化 演習






















































































































































































































1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 12 13 14 15 16 1 7 1 8 19 20 
自己評価アンケートの項目
101 
図3 自由記述(感想と課題について)の内容 n=201
5看護問題について l'件
5.5首
7介入計画の目標について
9件
4.5百
自知識・病態の理解につい
て 自件
4日時
9実施の演習について 7
件
3.5首
10看護問題の優先順位に
ついて3件
1.5覧
1アセスメントについて
87i'ヰ
43.3首
口1アセスメントについて 87件
園2全体的な感想 35件
ロ3介入計画について 18件
ロ4学び 14件
園5看護問題について 1件
ロ6評価について 9件
園7介入計画の目標について 9件
口8知識・病態の理解について 8件
.9実施の演習について 7件
図10看護問題の優先順位について3件
図4 自由記述(アセスメントについて)n=87 
情報収集および分類 7件
8.0% 
アセスメントと関連図の関連
8件
9.2覧
関連図に関すること 6件
6.9唱
全体の一貫性 5件
5.7也
分析解釈について43件
49目
その他 18件
20.7也
口分析解釈について 43件
悶その他 18件
ロアセスメントと関連図の関連 8
件
ロ情報収集および分類 7件
-関連図に関すること 6件
ロ全体の一貫性別牛
図5 自由記述(アセスメントの分析解釈について)n=43
今後の成り行きの予測が必
要 3件
7.0% 
11.6百
その他 6件
14.0% 
個別性を考えることが不足
2i牛
4.7% 
病態の知識不足 13件
30.2% 
特に刺激・要因の検討が不
足 7件
16.3% 
高齢者の特徴が考慮されて
いない 7件
16.3% 
-102 -
ロ病態の知識不足 13件
図特に刺激・要因の検討が不足 7件
口高齢者の特徴が考慮されていない 7件
ロその他 6件
-苦手な項目 5件
ロ今後の成り行きの予測が必要 3件
個別性を考えることが不足 2件
